
11月17日の「世界早産児デー」は、早く生まれた赤ちゃんとご家族が

抱える課題や負担に対する意識を高めるために、2008年にヨーロッパNICU家族会
（EFCNI）および提携している家族会によって制定された記念日です。
 

靴下が並ぶイラストは、世界早産児デーのシンボル。9足の靴下の間に

ある1足の紫色の小さな靴下は、世界中で10人に1人の赤ちゃんが早産で

生まれていることを象徴しています。

会場展示エリア

・＜参加企画＞

皆で作り上げる、早産で生まれたこどもとそのご家族への応援メッセージボード

・早産児で生まれた赤ちゃんたちの写真展示

・ちいさく早く生まれた赤ちゃん人形の抱っこ体験

・全国の周産期医療を受けたこどもの家族会マップ

・相談コーナー：日本NICU家族会機構(JOIN)、（公社）東京都助産師会 ほか

プログラム

14:30〜日本NICU家族会機構(JOIN)による講演会（45分間）

15:15〜（公社）東京都助産師会による講演会（15分間）

16:00〜東京都知事ご挨拶 
主催／共催団体による贈呈式・フォトセッション（40分間）　

※プログラム内容は急遽変更になる場合がございますので、ご了承ください。

世界早産児デー啓発イベント2024
【主催】日本NICU家族会機構(JOIN)、ピジョン株式会社【共催】東京都、（公社）東京都助産師会

ちいさく生まれたこどもと家族を支えるあたたかい社会へ

開催日　2024年11月16日（土）11:00~17:30（受付開始：10:30~ 受付終了：17:00）

場　所　東京都庁第一本庁5階　大会議場

※事前申し込み不要

11月17日の世界早産児デーに合わせ、「世界早産児デー啓発イベント2024～ちいさく生まれたこども
と家族を支えるあたたかい社会へ～」を開催いたします。皆さまぜひご来場ください。

連絡先：ピジョン株式会社 tel:03-3661-4188 mail:press.pgn@pigeon.com

撮影：河合 蘭（出産ジャーナリスト／写真家）


